
滞留水の貯蔵状況（10月22日時点） 東京電力株式会社
2015年10月29日

処理水貯蔵量
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バッファタンク
炉注水量(目標値)

1号機：108m3/日

2号機：108m3/日

3号機：108m3/日

炉注水ポンプ

①建屋内滞留水水位及び貯蔵量
④廃棄物発生量①建屋内滞留水水位及び貯蔵量

・建屋内滞留水水位は運転上の制限を満足
・処理装置（セシウム吸着装置，第二セシウム吸着装置）は運転中

②１～４号機タンク貯蔵量
・淡水化装置による処理により，淡水及び濃縮塩水の貯蔵量は変動あり
・蒸発濃縮装置は全台停止中

③５，６号機滞留水貯蔵量
・構内散水によりＦエリアタンク貯蔵量は変動あり

④廃棄物発生量

・除染装置停止中のため，廃スラッジ貯蔵量は変動なし

滞留水の貯蔵及び処理の状況概略

③５，６号機タンク貯蔵量
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無線局舎

高レベル滞留水受タンク
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Ｈ8

地下貯水槽

地下貯水槽地下貯水槽
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ⅵ

ⅴ

ⅶ

ⅰ

ⅳ

中低レベル排水用タンク

Eエリア

水量:14854/16300[m3] ※2,3

水量:約753100/936100[m3]※2,3

タンク貯蔵量合計（②＋③）

セシウム吸着塔

一時保管施設

多核種除去設備

Ｈ5

Ｈ6

G3・G4・G5

G6

Ｃエリア

CST

ノッチタンク群ノッチタンク群

セシウム吸着塔

一時保管施設

保管量:597/700[m3]※3

建屋内貯蔵量
＋
１～４号機タンク貯蔵量
（①＋②）

水量:約820042[m3]

+10039[m3/4週]
※5

+8[m3/4週]/±0[m3/4週]

+23886[m3/4週]/-50200[m3/4週]

(合計):-9300[m3/4週]

(合計):-4460[m3/4週]

-2[m3/週]/±0[m3/週]

+5241[m3/週]/±0[m3/週]

(合計):-1400[m3/週]

(合計):-1430[m3/週]

+3035[m3/週]

処理水移送
ポンプ

(合計):-79[m3/4週] (合計):+622[m3/週]

G7

J1

セシウム吸着塔

仮保管施設

淡水化
淡水化装置

80%

91%

47%

85%

増設多核種除去

設備

淡水化淡水化

廃スラッジ貯蔵施設

Ｈ1

高性能多核種除

去設備

J5

水量:約17862/27500[m3] 水量:約3600/101900[m3]※2,3

保管量:約9315/20000[m3]※2,3

※2,3

②１～４号機タンク貯蔵量

水量:約554799/577400[m3]
※2,3,4,6

水量:約738246/919800[m3]※2,3,4

タンク堰内水の一時貯留量(＊10月26日時点の値を記載)
・ノッチタンク群 約200(±0[m3])/約4900[m3]

+49[m3/4週]/±0[m3/4週] ±0[m3/4週]/-56000[m3/4週] +17785[m3/4週]/+15300[m3/4週] +23878[m3/4週]/-50200[m3/4週]
+162[m3/週]/±0[m3/週] ±0[m3/週]/±0[m3/週] +3651[m3/週]/±0[m3/週] +5243[m3/週]/±0[m3/週]

96%

47%

65%

②-a 淡水

80%

②-c 処理水
（多核種除去設備等処理済水）

76%

水量:約161985/213000[m3]

+6044[m3/4週]/-9500[m3/4週]
+1430[m3/週]/±0[m3/週]

②-d Sr処理水等 １～４号機タンク総容量

Fエリアタンク

タンク総容量

地下貯水槽

Dエリア J6

K1北

地下貯水槽

中低レベル（既設）
中低レベル（追設予定）
高レベル（既設）

高レベル（追設予定）
水処理二次廃棄物（既設）
水処理二次廃棄物（追設予定）

移送ルート

※2,3

J4

J3

J2

濃縮廃液

廃スラッジ

保管量:2834/6055体 ※1 

使用済ベッセル

Hエリア

Ｈ2

※1 第二セシウム吸着装置使用済ベッセル及び多核種除去設備の保

管容器、処理カラム及びモバイル式処理装置使用済ベッセルを含む

※2 装置稼動中につき水位が静定しないため参考扱い○

※3 貯蔵容量は運用上の上限を示す（タンクの貯蔵容量は10の位を切

り捨てして表記）○

※4 多核種除去設備等（ホット試験中）の処理済水を貯蔵するが、タンク

の運用状況に応じて淡水や濃縮塩水を貯蔵○

※5 ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ(約120m3/週)、ｻｲﾄﾊﾞﾝｶ建屋からﾌﾟﾛｾｽ主建屋（約210m3

/週）、4000tﾉｯﾁﾀﾝｸから3号T/B（約200m3/週）、2号機増設廃棄物

地下貯蔵設備建屋から2号機廃棄物処理建屋（約270m3/週）、

3号機廃棄物地下貯蔵設備建屋から3号機廃棄物処理建屋（約100

m3/週）、4号機廃棄物地下貯蔵設備建屋から4号機廃棄物処理

建屋（約40m3/週）、4号機循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ室吐出弁ﾋﾟｯﾄから4号T/B

（約350m3/週）の移送量約1290m3/週を含む

※6 放射性物質濃度が高い多核種除去設備B系出口水を含む

滞留水処理設備制御室

K2

K1南

セシウム吸着塔

一時保管施設

②-b濃縮塩水（残水）

水位計0%以上の水量:約800[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約2800[m3]

水位計0%以上の水量:16862[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約1000[m3]

水位計0%以上の水量:553799[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約1000[m3]

水位計0%以上の水量:158985[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約3000[m3]

水位計0%以上の水量:730446[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約7800[m3]

施設 貯蔵量 T/B建屋内水位

1号機 約12,700m3 OP.2,406

2号機 約15,100m
3 OP.2,714

3号機 約16,200m
3 OP.2799

4号機 約17,300m
3 OP.3,002

合　計 約61,300m
3

貯蔵量 水位

約14,290m
3 OP.3,951

約4,240m3 OP.2,704

約18,530m
3

貯蔵施設

プロセス主建屋

高温焼却炉建屋

合　計

貯蔵量 貯蔵容量

693m3 1,200m3

1,273m3 3,100m3

廃液供給タンク

SPT(B)

J7



滞留水の貯蔵状況（10月22日時点） 東京電力株式会社
2015年10月29日

累積処理水 定格処理量
[m3] [m3/週] [m3/日]注1） [m3/日]

254,441 0 0 750以上
216,484 3,651 522 750以上
88,835 0 0 500以上
1,128 0 0 50

定格処理量
[m3/週] [m3/日]

600
1200

高性能　検証試験装置

処理水
期間処理水

既設多核種除去設備
増設多核種除去設備

高性能多核種除去設備

Sr処理水等
期間処理水

[m3/日]注1）

セシウム吸着装置
4,984 712

第二セシウム吸着装置
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建屋内滞留水貯蔵量（①）

Sr処理水等（②-d）

処理水（②-c）

濃縮塩水（②-b）

淡水（②-a）

建屋への地下水・雨水等流入量

貯蔵量増加量（①＋②＋※）

浪江降水量（気象庁公表データより）

滞
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平
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日
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万m3

m3/日

mm/週

滞留水貯蔵量の推移
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Sr処理水等[②-d]

処理水[②-c]

濃縮塩水[②-b]

処理水([②-c])増加量

Sr処理水等([②-d])増減量

処
理
水
タ
ン
ク
貯
蔵
量

万m3 濃縮塩水及び処理水、Sr処理水等の推移

週
増
減
量

m3/週

滞留水の貯蔵状況の推移

①：建屋内滞留水貯蔵量（１～４号機、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋、廃液供給タンク、SPT(B))
②：１～４号機タンク貯蔵量（〔②-a淡水〕＋〔②-b濃縮塩水〕＋〔②-c処理水〕＋〔②-dSr処理水等〕）

※：タンク底部から水位計0%までの水量（DS）
＊1：2015/1/1より集計日を変更（火曜日→木曜日）

＊2：水位計0%以上の水量

＊3：2015/9/10より集計方法を変更（建屋・タンク貯蔵量の増加量からの評価→建屋貯蔵量の増減量からの評価）

「建屋への地下水・雨水等流入量」=「建屋保有水増減量」+「建屋からタンクへの移送量」-「建屋への移送量（原子炉注水量、ウェルポイント等からの移送量）」

＊4：2015/4/23より集計方法を変更（貯蔵量増加量（①＋②）→（①＋②＋※）)

＊1

注1）週間の平均値

注2）既設多核種除去設備処理水の一部は、残水があるRO濃縮塩水タンクに移送し、Sr処理水等として貯蔵

注2）

＊1

＊2

＊2

＊2

＊2

＊4

＊2

＊2

＊3

＊2

前回事務局会議以降の 増加量

9 /24～10/ 1 ：約310m3/日
10/ 1 ～10/ 8 ：約200m3/日
10/ 8 ～10/15：約130m3/日
10/15～10/22：約230m3/日

2015/9/17～

山側サブドレン

24時間運転


